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DS90CR485
133MHz、48ビット、Channel Linkシリアライザ (6.384Gbps)

概要

DS90CR485は、24 本の LVCMOS/LVTTL 入力をクロックの両
エッジでサンプルし (クロック・サイクルあたり48ビット・データ )、
8 系統の低電圧差動信号 (LVDS)ストリームに変換するシリアラ
イザです。位相ロックされた送信クロックは、9ビット目の LVDSリ
ンクとしてデータ・ストリームと並列に送信されます。ビット数の多
い TTLバスをビット数の少ない LVDSラインに変換すれば、ケー
ブルとコネクタのサイズおよびコストを削減できます。データ入力は
クロックの立ち上がりエッジと立ち下りエッジの両方でストローブさ
れます。これによって、ホスト・チップとシリアライザ間に必要なピ
ン数を削減でき、あわせてプリント基板の配線が容易になります。

DS90CR485シリアライザは 3つの点を改良することにより、以前
の Channel Linkデバイスに比べて高いバンド幅をサポートし、長
いケーブルをドライブできるようになりました。バンドを上げるため
に、最大クロック周波数を 133MHz に上げ、8 ペアのシリアル
LVDS 出力を備えました。遷移時の出力電流を増大させてケー
ブル負荷の影響を打ち消す、プリエンファシス機能を搭載し、ユー
ザー設定によって、ケーブルに対するドライブ能力を高められま
す。あわせて転送サイクルごとの DCバランスを取るオプション機
能も、符合間干渉 (ISI)の低減に寄与します。プリエンファシスと
DCバランスによって、ケーブル端のレシーバで、歪みの小さいア
イ・パターンを得られます。最後に、ケーブル・デスキュー機能が
長いケーブルでのペア間スキューを吸収します。以上の 3項目の
改良により、長いケーブルのドライブができるようになりました。

本チップセットは、高スループットの 1対 1のアプリケーションで問
題となる EMIとインターコネクトに必要な実装サイズを解決する理
想的なソリューションです。

DS90CR485は、DS90CR486 Channel Linkレシーバとの併用を
前提に設計されています。また、DS90CR482や DS90CR484な
ど、従来の Channel Linkレシーバと下位互換性を備えています。

詳細は、「アプリケーション情報」を参照してください。

特長

■ 最大スループット6.384Gbps

■ 66MHz～ 133MHzの入力クロック周波数に対応
■ ケーブルおよびコネクタのサイズどコストの削減
■ ケーブル負荷の影響を低減するプリエンファシス
■ 符合間干渉を低減するDCバランス
■ 24ビット・ダブルエッジ入力
■ 3V耐圧の LVCMOS/LVTTL入力
■ 低消費電力、2.5V電源
■ フロースルー・ピン出力
■ 100ピンTQFPパッケージ
■ TIA/EIA-644-A LVDS標準に準拠

一般的なブロック図

ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容
　　　　が最新でない場合があります。製品のご検討およびご採用に際
　　　　しては、必ず最新の英文データシートをご確認ください。
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絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

推奨動作条件

電気的特性
特記のない限り、推奨動作条件における電源電圧および温度範囲に適用。 (Note 2)

電源電圧 (VCC) － 0.2V～＋ 2.7V

電源電圧 (VCC3) － 0.3V～＋ 3.6V

LVCMOS/LVTTL入力電圧 －0.3V～ (VCC3＋0.3V)

LVDS出力電圧 － 0.3V～ (VCC＋ 0.3V)

LVDS出力短絡時間 連続

パッケージ最大消費電力 (25℃ )

100 TQFPパッケージ 2.9W

TQFPパッケージ・ディレーティング ＋25℃以上で23.8mW/℃

リード温度

(ハンダ付け、4秒 ) ＋ 260℃

接合部温度 ＋ 150℃

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

ESD耐圧

(人体モデル、1.5kΩ、100pF) 

 I/Oおよび制御ピン ＞ 2 kV

すべての電源およびグラウンド・ピン ＞ 1.5kV

(EIAJ、0Ω、200pF) ＞ 200V

最小値 代表値 最大値 単位

電源電圧 (VCC) 2.37 2.5 2.62 V

電源電圧 (VCC3) 2.37 2.5/3.3 3.46 V

動作温度範囲 (TA) － 10 ＋ 25 ＋ 70 ℃

電源電圧ノイズ 100 mVp-p

クロック・レート 66 133 MHz
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推奨入力条件
特記のない限り、推奨動作条件における電源電圧および温度範囲に適用。 (Note 2)

スイッチング特性
特記のない限り、推奨動作条件における電源電圧および温度範囲に適用。 (Note 2)

Note 1: 「絶対最大定格」を超えてデバイスを動作させた場合、安全性は保証されません。また、「絶対最大定格」の上限または下限でデバイスを動作させる
べきであることを示しているわけではありません。デバイスの動作条件は「電気的特性」の各表により規定されています。

Note 2: Typ値はVCC＝ 2.5V、TA＝ 25℃の時です。

Note 3: LLHTとLHLTは、推奨周波数範囲でのトランスミッタLVDSデータ入力の立ち下がり遷移時間、および遷移時間の測定値です。各リミット値は実験に
よる特性評価と、統計的解析を用いた設計上の保証 (GBD＝Guaranteed By Design)にもとづいています。

Note 4: TPPOS は、推奨周波数範囲で、理想的なパルス位置と比較してトランスミッタの出力パルス位置を測定した値です。各リミット値は実験による特性評価
と、統計的解析を用いた設計上の保証 (GBD＝Guaranteed By Design)にもとづいています。

Note 5: TSTCとTHTCは、トランスミッタ・データ入力の、クロック入力 CLKINに対するセットアップ時間とホールド時間を測定した値です。各リミット値は実験に
よる特性評価と、統計的解析を用いた設計上の保証 (GBD＝Guaranteed By Design)にもとづいています。

Note 6: リミット値は、電源電圧範囲におけるデバイスのジッタ応答の特性評価にもとづいています。出力クロック・ジッタは、トランスミッタの入力クロック信号 (CLKIN)

には 1μs周期のクロックを与えて、データ入力はDCバランスなしで内蔵 PRBSジェネレータをイネーブルにしてスイッチングさせた状態で、± 10％のサイク
ル毎ジッタを用いて測定されています。代表値は、± 100psのサイクル毎ジッタをトランスミッタの入力クロック信号 (CLKIN)に与えて測定しています。
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ACタイミング図

FIGURE 1.   “Worst Case” Test Pattern (Note 7)

Note 7: ワースト・ケースのテスト・パターンは、デジタル回路、LVCMOS/LVTTL I/Oを最も多くトグルさせます。

FIGURE 2.   LVDS Output Load and Transition Times

FIGURE 3.   Input Clock Transition Time

FIGURE 4.   Input Clock High/Low Times
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ACタイミング図 (つづき)

FIGURE 5.   Setup/Hold with CLKIN

FIGURE 6.   Phase Lock Loop Set Time (VCC≧ 2.37V)

FIGURE 7.   Power Down Delay
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ACタイミング図 (つづき)

FIGURE 8.   Input to Output Latency
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DS90CR485 端子説明─ Channel Linkシリアライザ

端子名 I/O 端子番号 説明

D0-D23 I 24 LVCMOS/LVTTLレベルのシングルエンド入力です。VCC3V＝ 3.3Vのとき3.3V耐圧となりま
す。使用しないピンはすべて 1kΩの外部抵抗でプルダウンが必要です。

CLKIN I 1 LVCMOS/LVTTLレベルの入力です。両方のエッジでデータがサンプルされます。Figure 5と
Figure 9を参照してください。
VCC3V＝ 3.3Vのとき3.3V耐圧となります。

PD
I 1 LVCMOS/LVTTLレベルの入力です。PD＝LOWでパワーダウン機能がアクティブとなり、消

費電力がきわめて小さくなります。VCC3V＝ 3.3Vのとき3.3V耐圧となります (Note 9)。

TxOUTP O 8 正極性 LVDS差動データ出力です。

TxOUTM O 8 負極性 LVDS差動データ出力です。

CLK1P O 1 正極性 LVDS差動クロック出力です。

CLK1M O 1 負極性 LVDS差動クロック出力です。

PLLSEL I 1 LVCMOS/LVTTLレベルのシングルエンド入力です。PLL周波数範囲を選択する制御ピンで
す。ピンはVCCに接続すると66MHzから133MHz動作となります。開放またはグラウンドへの
接続は将来の拡張用に予約されています (Note 9)。
VCC3V＝ 3.3Vのとき3.3V耐圧となります。

PRE I 1 LVCMOS/LVTTLレベルのシングルエンド入力です。プリエンファシス量の選択です。外付け
のプルアップ抵抗を介してVCCに接続することにより、プリエンファシスが機能します。このとき
抵抗値によりプリエンファシスの量が決まります (「アプリケーション情報」を参照 )。プリエン
ファシスをせずに通常の LDVSレベルが必要な場合は、このピンを開放にします (GNDには接
続しないでください )。
VCC3V＝ 3.3Vのとき3.3V耐圧となります。

BAL I 1 LVCMOS/LVTTLレベルのシングルエンド入力です。TTLレベル入力です。このピンをVCC

に接続するとDCバランス機能がイネーブルになります。LOWまたは開放ではDCバランス機
能はディスエーブルされます。詳細は後述の「アプリケーション情報」を参照してください。
あわせて Figure 9、10を参照してください。
VCC3V＝ 3.3Vのとき3.3V耐圧となります。

DS_OPT I 1 LVCMOS/LVTTLレベルのシングルエンド入力です。この TTLレベル入力をLOWにすると、
ケーブル・デスキュー動作となります。デスキュー中は、TxINデータはサンプリングされませ
ん。デスキュー機能を働かせるには、この入力を最低 4096クロック・サイクルの間 LOWに保
ちます。通常、デスキュー機能は、トランスミッタとレシーバのそれぞれの PLLがロックしたあと
で実行されます。また、システム・リセットのあと、および再コンフィギュレーション・イベントのあ
とにも実行する必要があります。詳細は「アプリケーション情報」を参照してください。
VCC3V＝ 3.3Vのとき3.3V耐圧となります。

TSEN O 1 終端センス・ピンです。この出力はリモート終端抵抗の有無を示します。終端抵抗が検出さ
れなかった場合、TSENは LOWになります。100Ωの終端抵抗が検出されるとTSENは
HIGHになります。TSENはオープン・コレクタ出力のため、TSEN信号を外部で参照する場
合は 1kΩの外部プルアップ抵抗が必要です。

PRBS_EN I 1 PRBSジェネレータのイネーブル・ピンです。このピンをHIGHにすると擬似ランダム・バイナリ・
シーケンス (PRBS)ジェネレータがイネーブルになります。開放または LOWにするとPRBSジェ
ネレータはディスエーブルされます。
VCC3V＝ 3.3Vのとき3.3V耐圧となります。

PAT_SEL I 1 PRBS-23または PRBS-15モード選択ピンです。このピンをHIGHにするとPRBS-23モードが
イネーブルになります。開放または LOWにするとPRBS-15モードがイネーブルになります。
VCC3V＝ 3.3Vのとき3.3V耐圧となります。

CON1 I 1 制御ピンです。将来の拡張用に予約されています。LOWまたは開放で使用します。

CON2 I 1 制御ピンです。通常動作時は、HIGHに接続するかプルアップしなければなりません。内部
BIST機能の場合のみ LOWに接続します。開放で使用してはなりません。
VCC3V＝ 3.3Vのとき3.3V耐圧となります。

CON3 I 1 制御ピンです。デバイスの動作を適切に設定するために、LOWに接続しなければなりません。
HIGHまたは開放は将来の拡張用に予約されています。

CON4 I 1 制御ピンです。HIGHに接続すると8ビットのすべての LVDS出力チャネル (A0～A7)はイ
ネーブルになります。LOWに接続すると、LVDS出力チャネルの A4～A7がディスエーブル
されます。通常動作ではHIGHに接続しなければなりません。
VCC3V＝ 3.3Vのとき3.3V耐圧となります。

CON5 to

CON8

I 4 制御ピンです。通常動作では LOWに接続します。
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DS90CR485 端子説明─ Channel Linkシリアライザ (つづき)

Note 8: VCC3Vピンは他の VCCピンよりも前にパワーアップする必要があります。「アプリケーション情報」を参照してください。

Note 9: 内蔵プルダウン抵抗により開放時のデフォルト入力レベルは LOWです。

LVDSインタフェース

FIGURE 9.   48 LVCMOS/LVTLL Inputs Mapped to 8 LVDS Outputs (DC Balance Mode- Disabled; BAL＝ Low)
(E1 - Falling Edge; E2 - Rising Edge)

端子名 I/O 端子番号 説明

TEST1 I 1 このピンは LOWに接続するか開放のままとします。HIGH (VCC)への接続またはHIGH (VCC)

へのプルアップは将来の拡張用に予約されています (Note 9)。

TEST2 I 1 このピンは LOWに接続するか開放のままとします。HIGH (VCC)への接続またはHIGH (VCC)

へのプルアップは将来の拡張用に予約されています (Note 9)。

NC 14 未接続です。これらのピンは接続せずに、開放のままにしてください。

VCC P 3 コア・ロジック部分に対する2.5V電源ピンです。

GND G 6 2.5V電源に対するグラウンドです。

VCC3V P 1 3.3V耐圧入力をサポートする3.3V電源ピンです。

GND3V G 1 3.3V電源に対するグラウンドです。

PLLVCC P 2 PLL回路用電源です。2.5V電源に接続してください。

PLLGND G 3 PLL回路用 GNDです。

LVDSVCC P 4 LVDS出力バッファ用電源です。2.5V電源に接続してください。

LVDSGND G 5 LVDS出力バッファ用 GNDです。
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LVDSインタフェース (つづき)

FIGURE 10.   48 LVCMOS/LVTLL Inputs Mapped to 8 LVDS Outputs (DC Balance Mode- Enabled; BAL＝ High)
(E1 - Falling Edge; E2 - Rising Edge)
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DS90CR483入力ピンとDS90CR485入力ピンとの対応

* E1は立ち下がり、E2は立ち上がり
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アプリケーション情報

プリエンファシス

ケーブル負荷の影響を低減するため、LVDSの信号遷移時に駆
動電流を増やす機能です。プリエンファシスの強さは、PREピン
に対して 0.75V (エンファシス効果最小 )～ VCC(最大 )の DC

電圧を与えて設定します。PREピンの電圧が高いほどデータ・ビッ
ト遷移時におけるダイナミック電流が大きくなります。PRE ピンの

DCレベルを設定するために、VCCへのプルアップ抵抗 (Rpre)が
必要です。内部には電圧降下を生じさせる抵抗ネットワークが
入っています。DCレベルの設定にはTable 1を参照してください。

インターコネクト性能とクロック周波数、プリエンファシス、DCバラ
ンス、デスキューに依存しますが、2mから7mのケーブルを駆動
できます。

TABLE 1.  Pre-emphasis with (Rpre)

ジッタ低減のための情報

トランスミッタは、入力クロックのサイクル・ジッタを抑止するように設
計されています。ただし、きわめて緩やかなサイクル・ジッタはトラ
ンスミッタ出力にそのまま現れます。動作周波数範囲に対して測
定されたジッタは 100ps 以下です。これは入力クロック・ソース・
ジッタの影響を大幅に低減し、データ・サンプリングの正確性を向
上させます。トランスミッタ出力ジッタは PLLVCCノイズと入力クロッ
ク・ジッタに影響を受けます。出力ジッタを抑えるために、電源ノ
イズを少なくし、あわせて低ジッタのクロック・ソースを使用してくだ
さい。

DCバランス

トランスミッタの BALピンをHIGHにするとDCバランス・モードと
なります。「端子説明」の項も参照してください。

Figure 10に示すように、各サイクルの間に、各 LVDSデータライ
ンで 1ビットの追加ビットをデータに加えて送ります。この追加ビッ

トが DC バランス (BAL)ビットです。DCバランス機能の目的は、
短期および長期にわたってのLVDS信号のDCバイアスを最小に
することです。この機能は、データをそのままの極性で送るか、反
転して送るかによって実現します。

DCバランス・ビットは、転送中ワードのディスパリティ(O/Iビット個
数の差 )と、転送前ワードのデータ・ディスパリティから算出され
ます。転送前ワードのデータ・ディスパリティは、データ中の 1の
ビット個数から 0のビット個数を引いて求めます。転送中ワードの
ディスパリティは、初期段階では＋ 7から－ 6のいずれかの値とな
ります。その後、転送中ワードのディスパリティは、反転したデー
タ・ディスパリティを連続的に合計して求めます。データが反転せ
ずに送られた場合はデータ・ディスパリティ値から 1を引き、デー
タが反転して送られた場合はデータ・ディスパリティを反転して 1

を加えます。この結果、転送中ディスパリティの値は＋ 7から－ 6

の範囲となります。DCバランス・モード動作は Table 2を参照し
てください。

TABLE 2.  DC Balance mode

TSEN

TSENピンは、ローカル・システムに対してリモート側の終端抵抗
の有無を知らせます。TSENピンはオープン・コレクタ出力で、信
号を参照する場合は 2.5Vに接続した 1kΩの外部プルアップ抵
抗が必要です。このピンのロジック・ステート出力は、LVDSクロッ
ク・チャネルの遠端に終端抵抗が存在しているかどうかで決まりま
す。TSENが HIGHのとき100Ωの抵抗が検出されたことを示し
ます。TSEN が LOWの場合は終端抵抗が検出されなかったこ
とであり、ケーブルが接続されていない可能性があります。ローカ
ル・システムはこの信号を用いて、伝送ラインの状態を識別できま
す。

BIST

信号品質のテストを簡単にするために、デバイスにテストパターン・
ジェネレータを内蔵しています。リンクの信号品質 (アイパターン )

の確認に有用です。PRBS_ENピンをHIGHにすると内部 BIST

機能がイネーブルになります。2 種類の PRBS パターンが用意さ
れており、PAT_SEL ピンのロジック・ステートで選択します。
PAT_SELをHIGHにするとトランスミッタはPRBS-23パターンを生
成し送出します。PAT_SELを LOWにするとPRBS-15パターン
を生成して送出します。PRBS_EN ピンが LOW の場合は
PAT_SEL ピンのロジック・ステートは無視され、トランスミッタは残
りの制御ピンと入力ピンに基づいて動作を行います。トランスミッタ
の内部で生成された PRBSパターンを使って、アイ・ダイアグラム
により信号品質をモニタできます。なお、外部のテスト機器の要件
によっては、計測の互換性が確保されない場合があります。

Rpre Effects (Typ)
10kΩ or NC Standard LVDS

3.5kΩ 12.5％ pre-emphasis

1.75KΩ 25％ pre-emphasis

900Ω 50％ pre-emphasis

500Ω 75％ pre-emphasis

50Ω 100％ pre-emphasis

BAL Running Word Disparity Current Word Disparity Data Sent Invert
0 X X NO

1 Positive Negative/Zero NO

1 Negative Positive NO

1 Positive Positive YES

1 Negative Negative/Zero YES

1 Zero X YES
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パワーアップ・シーケンスと3V耐圧信号

DS90CR485入力は 3.3V耐圧オプション機能を備えています。こ
の機能が必要な場合は VCC3Vピンを 3.3V 電源レールに接続し
てください。また、トランスミッタの電源投入では、VCC3V には、
他の電源ピン (2.5V)と同時か先行して電圧を印加する必要があ
ります。3.3V 耐圧機能が必要ない場合は、このピンを 2.5V 電
源レールに接続します。

LVDS出力

本デバイスは、反射を制御するために、リンクのソース側である
LVDS 出力部分を変更して、100Ω の終端抵抗を内蔵していま
す。一方のリンクの遠端には外部終端抵抗が必要であり、スタ
ブ長を可能な限り短くするためにレシーバ入力の近傍に配置する
必要があります。使用しない LVDS出力チャネルは、トランスミッ
タの出力ピン部分で 100Ωで終端してください。

パワーダウン

パワーダウン機能をイネーブルにすると(PD＝LOW)、PLLはシャッ
トダウンされ電源ピンに流れる消費電流はきわめて小さくなります。
パワーダウン・モードではトランスミッタの出力は TRI-STATE モー
ドになります。VCCの安定後は、PDピンをHIGHにしてデバイス
をイネーブルにしてください。

デスキュー

本レシーバのデスキュー機能は、それぞれ独立した差動ペア間
のインターコネクト・スキュー (ペア間スキュー )を、LVDSクロック
の立ち上がりエッジに対する固定値として補正します。デスキュー
が可能なタイミング範囲は、対応するレシーバのデータシートを参
照してください。

デスキュー機能を正しく動作させるには、初期化またはキャリブ
レーションの実行が必要です。DS90CR486 デスキューは、3 ク
ロック・サイクルの遷移を伴う任意のデータ・パターンを用いて初
期化が可能です。そのため、デスキューの初期化方法には、シ
ステム・コンフィギュレーションに依存して複数の方法があります。
たとえば、DS90CR485とDS90CR486をDCバランス・モードで
使用した場合にデスキュー機能を初期化するには、トランスミッタ
DS90CR485の DS_OPTピン入力をパワーアップ時に HIGHまた
は LOWにします。レシーバのデスキュー初期化動作を完了させ
るために、DS_OPT ピンのレベルは、少なくも 20ms (TX と RX

PLL のロック時間 )に 4096クロック・サイクルを加えた時間を維
持してください。DS90CR483とDS90CR484に関するその他の
コンフィギュレーションについては、Figure 11のフローチャートを参
照してください。

トランスミッタDS90CR485の DS_OPT入力ピンは、デスキュー用
較正パターンの生成を開始するときに使用します。レシーバのデ
スキュー初期化動作を完了させるために、コンフィギュレーション
に依存してパワーアップ時に HIGHまたは LOWを与えます。こ
の理由から、DS_OPTにHIGH (データ・サンプリングがアクティ
ブ )を与えたときの LVDSクロック信号のパターンは 1111000また
は 1110000とし、また、LVDSデータ・ライン (TxOUT 0～ 7)は
1クロックのみ HIGHとして次のクロックは LOWにしなければなり
ません。一方、DS_OPTをLOWにしてデスキュー較正パターン
を送出させる場合は、LVDSクロック・パターンは 1111100または
1100000 とします。あわせてトランスミッタはデスキュー用較正パ
ターンとして 1111000または 1110000の連続パターンをデータ・ラ
イン (TxOUT 0～ 7)に送出するため、これらのパターンを用いて
レシーバは入力端でのサンプリング・ストローブ・タイミングを自動
的に調整できます。スキュー調整は特定の範囲内で、各データ・
チャネルで個別に行なわれます。デスキューが可能なタイミング範
囲は、データシート「レシーバ・スイッチング特性」の表を参照し
てください。

デスキュー機能の初期化は、PLL が入力クロック周波数にロック
したあとに少なくとも1回は行う必要があり、またレシーバがパワー
アップされ PLLがロックしたときにも必要です。電源を一度オフに
したとき、またはケーブルが外されたときに初期化動作を行わない
と、レシーバが受信したデータを正しくサンプリングできなくなるお
それがあります。

バックプレーン・アプリケーションを構成する

100Ωの差動ライン・インピーダンスを持つバックプレーンを用いた
アプリケーションでは、差動ラインのペア間スキューは配線長によ
り調整可能です。また、バックプレーン基板上の配線長が短いア
プリケーションでは、通常はトランスミッタのプリエンファシス機能は
不要です。したがって、"PRE" ピンはグラウンドには接続せずに
開放のままにしておきます。ただし、将来の拡張用として、プリエ
ンファシスを必要とする重い容量性負荷の影響を打ち消せるよう
に、VCC へのプルアップ抵抗のハンダ・パッドを備えておいてもよ
いでしょう。

ケーブル相互接続アプリケーションを構成する

長いケーブルをドライブする必要があるアプリケーションに関して
記述します。DS90CR485は、高いバンド幅をサポートでき、また
DC バランスの取れたデータ転送とプリエンファシス機能によって、
より長いケーブルをドライブできるようになりました。ケーブル・ドライ
ブでは、まずユーザーが設定可能なプリエンファシス機能を設け、
信号遷移時の出力電流を増やしてケーブル負荷の影響を打ち
消すことで、ドライブ能力を高めています。この機能のためにVCC

へのプルアップ抵抗が 1つ必要となります。エンファシス・レベル
の設定については、Table 1を参照してください。また、サイクル
ごとのDCバランスを取ることによって長いケーブルを使用したアプ
リケーションでの符合間干渉 (ISI)を低減しています。以上のプ
リエンファシスとDCバランスにより、ケーブル端のレシーバ入力に
おいて、歪みの小さいアイ・パターンを得ることができます。

電源の推奨バイパス

電源ピンにはバイパス・コンデンサを接続しなければなりません。
パッケージの電源ピンごとに電源を供給している内部回路が異な
るので、「端子説明」の表記載の注記を除いて、すべての電源
ピンの近くにコンデンサを設ける必要があります。0.1μFの高周波
セラミック・コンデンサ (表面実装タイプを推奨 )を各電源ピンの近
くに配置してください。実装面積に余裕がある場合は 0.01μFコ
ンデンサを、容量の小さいほうを電源ピンに近い側にして並列に
接続してください。さらに、プリント基板全体にコンデンサを分散
して配置するとデカップリング性能が向上します。デカップリング・
コンデンサと電源層との接続には複数の (大きな )ビアを使用して
ください。また、PLLVCCピンとLVDSVCCピンの近くには 4.7μF

から10μFのバルク・コンデンサの実装を推奨します。このコンデ
ンサと対応するピンの間は幅広の配線を用いてください。

入力信号品質の要件

入力信号の品質は、データシートの「推奨入力仕様」表記載の
要件に適合していなければなりません。また、絶対最大定格を超
えるアンダーシュートは推奨されません。ホスト・デバイスとトランス
ミッタ間の配線長が長く伝送線路として動作する場合は、終端を
行う必要があります。駆動能力を設定できるデバイスでトランスミッ
タを駆動する場合、データ入力は伝送線路効果を防ぐために弱
めに設定することを推奨します。クロック信号はクリーンなエッジを
確保するために一般に強めに設定し、かつ低ジッタの信号を与え
てください。
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LVDSインターコネクトのガイドライン

詳細はアプリケーション・ノートAN-1108とAN-905を参照してく
ださい。

■ 100Ωのカップリングされた差動ペア配線を使用してください。

■ 配線間隔には S/2S/3Sルールを適用してください。
S＝ペア内の配線間隔
2S＝ペア間の配線間隔
3S＝TTL信号との配線間隔

■ ビアの数は可能な限り抑えてください。

■ 500Mbps以上のライン速度で動作させる場合は差動コネクタ
を使用してください。

■ 配線のバランスを維持してください。

■ ペア内のスキューを可能な限り抑えてください。

■ ペア間スキューを可能な限り抑えてください。

■ 終端は RX入力の可能な限り近くに配置してください。
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FIGURE 11.   Deskew Configuration Setup Chart

コンフィギュレーション 1

DS90CR481/483とDS90CR484をDCバランスONで使用する
コンフィギュレーションです (BAL＝HIGH、33MHz～ 80MHz)。
レシーバのデスキュー初期化動作を完了させるために、トランス
ミッタDS90CR481/483のDS_OPTピンには4クロック以上のLOW

を与えなければなりません。DS_OPTピンには、PLLが入力クロッ
ク周波数にロックしたあとに信号を印加します。このコンフィギュ
レーションでは、レシーバ DS90CR484の DESKEWピンはHIGH

にする必要があります。

コンフィギュレーション 2

DS90CR481/483とDS90CR486をDCバランスONで使用する
コンフィギュレーションです (BAL ＝ HIGH、CON1 ＝ HIGH、
66MHz～112MHz)。パワーアップ時に、トランスミッタDS90CR481/

483の DS_OPTピンはHIGHまたは LOWに設定可能です。レ
シーバのデスキュー初期化動作を完了させるために、DS_OPTピ
ンに与えるパルス幅は少なくとも20ms (TXとRX PLLロック時間 )

に 4096クロック・サイクルを加えた時間が必要です。このコンフィ
ギュレーションでは、DS90CR486 の DESKEWと CON1ピンは
HIGHにする必要があります。

コンフィギュレーション 3

DS90CR481/483とDS90CR486をDCバランスOFFで使用する
コンフィギュレーションです(BAL＝LOW、CON1＝HIGH、66MHz

～ 112MHz)。このコンフィギュレーションでは、トランスミッタ
DS90CR481/483のDS_OPTピンは無視され動作に影響を与えま
せん。レシーバの DS90CR486のデスキュー動作を初期化するた
めに、パワーアップ時にトランスミッタにはデータとクロックを与える
必要があります。このコンフィギュレーションでは、DS90CR486の
DESKEWとCON1ピンはHIGHにする必要があります。

コンフィギュレーション 4

DS90CR485とDS90CR484を DCバランスONで使用するコン
フィギュレーションです (BAL＝ HIGH、66MHz～ 80MHz)。レ

シーバのデスキュー初期化動作を完了させるために、トランスミッ
タDS90CR485の DS_OPTピンには 4クロック以上の LOWを与
えなければなりません。DS_OPTピンには、PLLが入力クロック周
波数にロックしたあとに信号を印加します。このコンフィギュレー
ションでは、レシーバ DS90CR484の DESKEWピンは HIGHに
する必要があります。

コンフィギュレーション 5

DS90CR485とDS90CR486を DCバランスONで使用するコン
フィギュレーションです (DS90CR486でBAL＝HIGH、CON1＝
HIGH、66MHz ～ 133MHz)。パワーアップ時に、トランスミッタ
DS90CR485の DS_OPTピンは HIGHまたは LOWに設定可能
です。レシーバのデスキュー初期化動作を完了させるために、
DS_OPTピンに与えるパルス幅は少なくとも20ms (TXとRX PLL

ロック時間 )に 4096クロック・サイクルを加えた時間が必要です。
このコンフィギュレーションでは、レシーバDS90CR486のDESKEW

とCON1ピンはHIGHにする必要があります。

コンフィギュレーション 6

DS90CR485とDS90CR486をDCバランスOFFで使用するコン
フィギュレーションです (DS90CR486でBAL＝LOW、CON1＝
HIGH、66MHz～ 133MHz)。このコンフィギュレーションでは、ト
ランスミッタDS90CR485の DS_OPTピンは無視され動作に影響
を与えません。レシーバの DS90CR486のデスキュー動作を初期
化するために、パワーアップ時にトランスミッタにはデータとクロック
を与える必要があります。このコンフィギュレーションでは、
DS90CR486の DESKEWとCON1ピンは HIGHにする必要が
あります。

デスキューなし

このコンフィギュレーションではデスキュー機能は働きません。
DS90CR484 のデスキュー機能は DC バランスが ON (BAL ＝
HIGH) のときのみサポートされます。ただし DS90CR486 のデス
キュー機能は、DCバランスと非 DCバランスの両方で有効です。
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ピン配置図
Transmitter-DS90CR485

(Top View)
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生命維持装置への使用について
弊社の製品はナショナルセミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品とし
て使用することはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは (a)体内に外科的に使
用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持ある
いは支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に
従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身
体的障害を与えると予想されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内
のすべての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置ま
たはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能
に影響を及ぼすことが予想されるものをいいます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

フリーダイヤル 

ナショナルセミコンダクタージャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。

www.national.com/jpn/
その他のお問い合わせはフリーダイヤルをご利用ください。

0120-666-116

外形寸法図 単位はmillimeters　　　

Dimensions show in millimeters
Order Number DS90CR485VS
NS Package Number VJD100A
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